
                         リハ共通６ （２５．３／２４実施） 

      数   学   問   題                      

[１]                            を展開すると  １  である。 

 

①                   ②                   

③                                            ④       

[２]       +2     の二重根号をはずして簡単にすると  ２  である。 

➀  ０           ② 
３     

２
      ③ 2           ④ 2    

[３] 
  

１＋  
   

  

４＋  
の分母を有理化して簡単にすると  ３  である。   

①              ② 
  

５
           ③ 

   

５
          ④    

[４] ２次不等式           ０の解が、   ２ ４   であるとき、定数 

    の値は   ４  である。  

 

①          ②         ③         ④         

 

[５]        を解くと  ５  である。 

 

①            ②         ③          ④        

 

[６] 方程式           を満たす自然数       の組         は全部で 

  ６  個である。 

 

① １７   ② １８   ③ １９    ④ ２０ 

 

[７] 関数              の最大値が２、最小値が－２であるとき、 

    定数     の値は  ７  である。ただし、   とする。  

 

①         ②         ③         ④                 

     

                                                        リ共６－１ 



[８] ２次関数          のグラフを  ８  だけ平行移動すると、 

２次関数         のグラフに重なる。 

 

①  軸方向に    軸方向に     ②  軸方向に     軸方向に    

③  軸方向に    軸方向に        ④  軸方向に    軸方向に   

 

[９]    である２次関数           の定義域が      であるとき、 

その値域は        であるという。このとき、定数    は  ９  であ

る。 

 

①   
１

２
、 ＝                                 ②   

２

７
、  

９

７
 

③   
１

２
、  １                                  ④    、      

 

[１０] ２次関数      を平行移動した曲線で、２点  ２，０ 、（３，０）を通

る２次関数は  １０  である。  

    

①                                     ②            

③                                       ④              

 

[１１] 定義域が        である関数           の最大値は 

  １１  である。 

 

① ２     ② 
５

２
       ③ ３       ④ 

７

２
 

 

[１２]   がどんな値をとっても、不等式           が常に成り立つような   

の値の範囲は  １２  である。  

 

①          ②       ③          ④                                   

                                                          

[１３] 放物線       と       が接するとき、その接点の座標は 

  １３  である。 

 

① (－１，－３)  ② (－１，３) ③ (１，－３) ④ (１，３) 

                                                            リ共６－２ 



[１４] △ＡＢＣにおいて、         Ａ     のとき、ｃ＝  １４  である。 

   ① 
  

２
           ② 

２  

３
         ③             ④ ２            

[１５]  △ＡＢＣにおいて、                のとき、Ａ＝  １５  で

ある。 

① ４５°        ② １２０°      ③ １３５°      ④ １５０°  

 

[１６] 等式      ＋     ＝０を満たす θの値は  １６  である。 

ただし、  ≦θ≦    とする。 

 

①  ７５゜        ②  １２０゜     ③  １３５゜     ④  １５０゜ 

  

[１７] ＡＤ∥ＢＣの台形ＡＢＣＤにおいて、ＡＢ＝５、ＢＣ＝８、ＢＤ＝７、 

∠Ａ＝１２０°のとき、ＡＤ＝  １７   である。 

 

①  ３         ② ４         ③ ６         ④ ８ 

 

[１８] 半径２の円に内接する正八角形の面積は  １８  である。 

 

   ①                                ② 4             ③ 8         ④ 16    

 

[１９]  １００人の学生について、数学が「好きか、好きでないか」および「得意か、

得意でないか」について調査した。好きと答えた者は４３人、得意と答えた者

は２９人、好きでもなく得意でもないと答えた者は３５人であった。このとき、

数学は好きだが得意でないと答えた者は  １９  人である。 

 

① ２２            ② ３６         ③ ４２        ④ ６５ 

 

[２０] ３つの集合Ａ＝{２，４，２ｃ－１}，Ｂ＝{３，２ｃ ａ １}, 

   Ｃ＝{２，２ｃ＋ｂ－２}において、Ｂ＝Ｃ⊂Ａとなるようなａ,ｂの値は  

  ２０ である。ただしａ,ｂ,ｃは整数である。           

① 
ａ＝ １

ｂ＝ １
     ② 

ａ＝ １

ｂ＝ １
     ③ 

ａ＝ １

ｂ＝ １
   ④ 

ａ＝１

ｂ＝１
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[２１] ＫＵＭＡＭＯＴＯを構成する８文字を１列に並べるとき、子音が４個連続し

て並ぶ場合は  ２１  通りである。 

 

① ６０      ② １４４    ③ ７２０    ④ １４４０ 

 

[２２]      
１

 
   の展開式で、定数項は  ２２  である。 

 

① －１８０    ② －１２０     ③ １２０       ④ １８０ 

 

[２３] ２本の当たりくじを含む１０本のくじがある。この中からＡ、Ｂ、Ｃの３人

がこの順に１本ずつくじを引くとき、Ｃが当たる確率は  ２３  である。 

ただし、引いたくじは戻さないとする。 

 

①  
 

４５
             ②  

 

 
       ③  

 

 
                   ④  

４

１５
 

 

[２４] Ａ、Ｂ２つの袋があり、Ａには赤玉２個と白玉３個、Ｂには赤玉３個と白玉

４個が入っている。いま、Ａから同時に２個の玉を取り出し、Ｂから同時に２

個の玉を取り出すとき、赤玉が３個となる確率は  ２４  である。 

 

①  
 

  
      ②  

 

  
        ③  

 

 
       ④  

 

 
   

    

[２５] Ａのカード３枚、Ｂのカード３枚、Ｃのカード４枚、合計１０枚のカードが

ある。この中から２枚のカードを取り出す。Ａのカードを１点、Ｂのカードを

３点、Ｃのカードを５点とするとき、カード２枚の合計点の期待値は 

   ２５  点である。 

 

①  
  

 
      ②  

  

 
      ③   

  
 
       ④  ８  

 

                         

 

 

 

 リ共６－４ 


